
川について学び、体験した一日

　9月29日、行田市駅北口ロータリー付近で行田青
年会議所が主催する「忍川に集まれ！未来の笑顔のため
に！～私たちがつくる川のまち～」が開催されました。
　この催しは、忍川との触れ合いを通して川の魅力を
感じ、関心を持ってもらおうと行ったものです。大き
なウオーターバルーンの中に入って川底に沈められた
文字を当てるクイズや、ペットボトルを利用して作った
「いかだ」の試乗が行われた他、川の水質調査の結果
などを紹介するブースが設けられ、参加者は忍川をよ
り身近に感じることができました。

日本代表を目指して

　10月6日、「みらい」文化ホールで2014ミス・ユニバー
ス・ジャパン埼玉県東大会が開催されました。
　この県東大会に18～25歳の12人が参加。一次審査で
はウオーキングや自己PR、二次審査では審査員との質疑
応答が行われ、内面および外見の美しさや知性などを競
い合いました。グランプリに選ばれたのは熊谷市出身の
安田衣里さん。11月2日に深谷市で開催される決勝大会
への出場権を手にした出場者たちは、ミス・ユニバース・
ジャパン代表を目指し、自らの魅力にますます磨きを掛
けることでしょう。
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立派に成長した枝豆を収穫したよ

　10月10日、南河原小学校で行田在来青大豆（枝豆）の
収穫体験が行われました。
　この体験は、古くから行田地域のあぜ道などで栽培され
ていた青大豆の良さを小学生に知ってもらうため、そして
農業への理解を深めてもらうことを目的に、農家などの協
力により実施したものです。7月の種まきから約3カ月間、
立派な枝豆になるまで一生懸命育て、一房一房丁寧に摘
み取る児童たち。天候や害虫、病気などに注意しながら
育てた経験は、忘れられない思い出になったことでしょう。育てた経験は、忘れられない思い出になったことでしょう。

災害時における飲料の
提供に関する協定を締結

　10月1日、本市と行田警察署は、東京キリンビバ
レッジサービス株式会社と「災害時における飲料の
提供に関する協定締結式」を行いました。
　この協定は、下忍地区にさきたま営業所を構える
同社が、大規模な災害発生時において本市に優先
的に飲料を提供するものです。このことにより、本
市の防災力がさらに強化されました。

「甲斐姫物語」出版を祝う会を開催

　9月27日、山名美和子さんの歴史小説「甲斐姫物語」
出版を祝う会がベルヴィアイトピアで開催されました。
　この小説は、平成24年に埼玉新聞で連載された歴史
小説「甲斐姫翔る あかね色の道」を加筆修正したもの
で、甲斐姫の一生がドラマチックに描かれています。ま
た、山名さんによる「戦国の女たち」をテーマにした講
演も行われ、当時の武家の女性たちの生活の様子など
が熱く語られました。

日ごろの成果を存分に発揮

　10月9日、総合公園自由広場で第59回行田市小学校連合
運動会が行われ、60メートルハードル走やボール投げ、
400メートルリレーなど7種目で記録を競いました。
　この日のために練習を重ねてきた選手たちは、その成果を
存分に発揮。また、選手を応援する元気な掛け声が会場に
響き渡っていました。連合運動会を通して、全員の絆がさら
に深まるとともに、各学校の親睦も図ることができた有意義
な大会となりました。

立派に成長した枝豆を収穫したよ

根本さんの軽快なトークと
魅力的な歌声に大盛り上がり

　9月28日、「みらい」文化ホールで「行田市観光大使　根
本要（スターダスト☆レビュー）おっぺしトークライブ」が行
われました。
　このイベントで、少年時代に過ごした行田での思い出
やこれまでに共演した音楽家とのエピソードなどを、ユー
モアを交えながら紹介した根本さん。また、スターダスト
☆レビューのヒット曲「夢伝説」など8曲を披露すると、会
場は大盛り上がり。忍城おもてなし甲冑隊との質問コー
ナーも行われるなど、盛りだくさんの内容に観客誰もが
満足していました。

　9月28日、「みらい」文化ホールで「行田市観光大使　根
本要（スターダスト☆レビュー）おっぺしトークライブ」が行
われました。
　このイベントで、少年時代に過ごした行田での思い出
やこれまでに共演した音楽家とのエピソードなどを、ユー
モアを交えながら紹介した根本さん。また、スターダスト
☆レビューのヒット曲「夢伝説」など8曲を披露すると、会
場は大盛り上がり。忍城おもてなし甲冑隊との質問コー
ナーも行われるなど、盛りだくさんの内容に観客誰もが
満足していました。
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川について学び、体験した一日

　9月29日、行田市駅北口ロータリー付近で行田青
年会議所が主催する「忍川に集まれ！未来の笑顔のため
に！～私たちがつくる川のまち～」が開催されました。
　この催しは、忍川との触れ合いを通して川の魅力を
感じ、関心を持ってもらおうと行ったものです。大き
なウオーターバルーンの中に入って川底に沈められた
文字を当てるクイズや、ペットボトルを利用して作った
「いかだ」の試乗が行われた他、川の水質調査の結果
などを紹介するブースが設けられ、参加者は忍川をよ
り身近に感じることができました。

日本代表を目指して

　10月6日、「みらい」文化ホールで2014ミス・ユニバー
ス・ジャパン埼玉県東大会が開催されました。
　この県東大会に18～25歳の12人が参加。一次審査で
はウオーキングや自己PR、二次審査では審査員との質疑
応答が行われ、内面および外見の美しさや知性などを競
い合いました。グランプリに選ばれたのは熊谷市出身の
安田衣里さん。11月2日に深谷市で開催される決勝大会
への出場権を手にした出場者たちは、ミス・ユニバース・
ジャパン代表を目指し、自らの魅力にますます磨きを掛
けることでしょう。

立派に成長した枝豆を収穫したよ

　10月10日、南河原小学校で行田在来青大豆（枝豆）の
収穫体験が行われました。
　この体験は、古くから行田地域のあぜ道などで栽培され
ていた青大豆の良さを小学生に知ってもらうため、そして
農業への理解を深めてもらうことを目的に、農家などの協
力により実施したものです。7月の種まきから約3カ月間、
立派な枝豆になるまで一生懸命育て、一房一房丁寧に摘
み取る児童たち。天候や害虫、病気などに注意しながら
育てた経験は、忘れられない思い出になったことでしょう。

災害時における飲料の
提供に関する協定を締結

　10月1日、本市と行田警察署は、東京キリンビバ
レッジサービス株式会社と「災害時における飲料の
提供に関する協定締結式」を行いました。
　この協定は、下忍地区にさきたま営業所を構える
同社が、大規模な災害発生時において本市に優先
的に飲料を提供するものです。このことにより、本
市の防災力がさらに強化されました。

川について学び、体験した一日

「甲斐姫物語」出版を祝う会を開催

　9月27日、山名美和子さんの歴史小説「甲斐姫物語」
出版を祝う会がベルヴィアイトピアで開催されました。
　この小説は、平成24年に埼玉新聞で連載された歴史
小説「甲斐姫翔る あかね色の道」を加筆修正したもの
で、甲斐姫の一生がドラマチックに描かれています。ま
た、山名さんによる「戦国の女たち」をテーマにした講
演も行われ、当時の武家の女性たちの生活の様子など
が熱く語られました。

ジャパン代表を目指し、自らの魅力にますます磨きを掛

「甲斐姫物語」出版を祝う会を開催

日ごろの成果を存分に発揮

　10月9日、総合公園自由広場で第59回行田市小学校連合
運動会が行われ、60メートルハードル走やボール投げ、
400メートルリレーなど7種目で記録を競いました。
　この日のために練習を重ねてきた選手たちは、その成果を
存分に発揮。また、選手を応援する元気な掛け声が会場に
響き渡っていました。連合運動会を通して、全員の絆がさら
に深まるとともに、各学校の親睦も図ることができた有意義
な大会となりました。

根本さんの軽快なトークと
魅力的な歌声に大盛り上がり

　9月28日、「みらい」文化ホールで「行田市観光大使　根
本要（スターダスト☆レビュー）おっぺしトークライブ」が行
われました。
　このイベントで、少年時代に過ごした行田での思い出
やこれまでに共演した音楽家とのエピソードなどを、ユー
モアを交えながら紹介した根本さん。また、スターダスト
☆レビューのヒット曲「夢伝説」など8曲を披露すると、会
場は大盛り上がり。忍城おもてなし甲冑隊との質問コー
ナーも行われるなど、盛りだくさんの内容に観客誰もが
満足していました。

　10月9日、総合公園自由広場で第59回行田市小学校連合
運動会が行われ、60メートルハードル走やボール投げ、
400メートルリレーなど7種目で記録を競いました。
　この日のために練習を重ねてきた選手たちは、その成果を
存分に発揮。また、選手を応援する元気な掛け声が会場に
響き渡っていました。連合運動会を通して、全員の絆がさら
に深まるとともに、各学校の親睦も図ることができた有意義
な大会となりました。

　9月29日、行田市駅北口ロータリー付近で行田青
年会議所が主催する「忍川に集まれ！未来の笑顔のため
に！～私たちがつくる川のまち～」が開催されました。
　この催しは、忍川との触れ合いを通して川の魅力を
感じ、関心を持ってもらおうと行ったものです。大き
なウオーターバルーンの中に入って川底に沈められた
文字を当てるクイズや、ペットボトルを利用して作った
「いかだ」の試乗が行われた他、川の水質調査の結果
などを紹介するブースが設けられ、参加者は忍川をよ
り身近に感じることができました。
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に
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　遊
ぼ
う
ね
！
」

戸
田
　
葵あ
お
いち

ゃ
ん
（
宮
本
）

平
成
24
年
11
月
24
日
生
ま
れ

●父 

裕
尚
さ
ん
●母 
麻
美
さ
ん

「
葵
の
笑
顔
が
元
気
の
源
♡
」

長
島
　
由よ
し

規き

ち
ゃ
ん
（
宮
本
）

平
成
24
年
11
月
20
日
生
ま
れ

●父 

寛
さ
ん
●母 

朋
恵
さ
ん

「
か
ど
や
豆
腐
店
4
代
目
!?
」

井
桁
　
慎し
ん

太た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

平
成
24
年
11
月
5
日
生
ま
れ

●父 

幹
夫
さ
ん
●母 

寛
子
さ
ん

「
元
気
に
育
て
!
慎
太
郎
!!
」

稲
田
　
琉り
ゅ
う

士し

ち
ゃ
ん
（
宮
本
）

平
成
24
年
11
月
23
日
生
ま
れ

●父 

泰
正
さ
ん
●母 

麻
理
絵
さ
ん

「
元
気
い
っ
ぱ
い
☆

　
　
　
　
　我
が
家
の
癒
し
」

島
田
　
彩あ
や

楓か

ち
ゃ
ん
（
斎
条
）

平
成
24
年
11
月
1
日
生
ま
れ

●父 

康
之
さ
ん
●母 

由
佳
さ
ん

「
♪
君
の
笑
顔
が

　
　
　
　
　
　元
気
の
源
♪
」

　

塗
装
や
印
刷
物
な
ど
の
乾
燥
を
は

じ
め
、
企
業
活
動
の
多
く
の
分
野
で

必
要
と
さ
れ
る
乾
燥
技
術
。今
月
は
、

こ
の
技
術
を
基
盤
に
多
種
多
様
な
乾

燥
装
置
を
提
供
し
て
い
る
株
式
会
社

日
向
製
作
所
を
紹
介
し
ま
す
。 

　

同
社
は
昭
和
50
年
に
さ
い
た
ま
市

で
創
業
し
て
以
来
「
技
術
重
視
で
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
事
業
を
展
開
。
社
員
数
15
人
の
う

ち
、
3
割
以
上
が
技
術
職
と
い
う
少

数
精
鋭
で
顧
客
の
期
待
に
応
え
続
け

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
に
は
行
田
み

な
み
産
業
団
地
に
工
場
を
新
設
し
、

よ
り
優
れ
た
製
品
の
開
発
・
製
造
に

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
「
コ
ン
ベ
ア
型

乾
燥
装
置
」
や
「
遠
赤
外
線
乾
燥
装

置
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
乾

燥
装
置
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
乾
燥
さ
せ
る
も
の
や
使
用

す
る
環
境
に
よ
っ
て
、
適
し
た
熱
源

や
処
理
方
法
が
異
な
る
か
ら
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
じ
て
、
高
い

技
術
力
に
よ
り
一
台
一
台
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
で
製
造
す
る
こ
と
か
ら
「
日

向
製
作
所
の
製
品
な
ら
安
心
し
て
使

え
る
」
と
厚
い
信
頼
を
得
て
お
り
、

大
手
企
業
へ
の
納
入
実
績
も
上
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
環
境

問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
も
い
ち

早
く
注
目
。
汚
泥
や
木
く
ず
を
乾
燥

さ
せ
、
燃
料
と
し
て
再
資
源
化
す
る

技
術
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
循
環
型

社
会
の
構
築
を
担
う
企
業
と
し
て
も

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
活
躍
は
乾
燥
技
術
分
野
の

み
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
近
年
で
は
、

自
動
車
部
品
な
ど
の
加
工
に
使
わ
れ

る
重
い
金
型
を
、
よ
り
安
全
で
効
率

的
に
保
管
・
移
動
で
き
る
よ
う
、「
金

型
交
換
装
置
」
や
「
組
立
移
動
式
ク

レ
ー
ン
装
置
」
な
ど
を
開
発
し
、
新

規
分
野
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
以
来
積
み
上
げ
て
き
た
38
年

の
実
績
と
経
験
を
力
に
、
熱
処
理
関

連
技
術
に
加
え
、
重
量
物
輸
送
技
術

と
い
う
2
つ
の
柱
で
前
進
す
る
同

社
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ま
へ
の

き
め
細
や
か
な
配
慮
を
心
掛
け
、
キ

ラ
リ
と
光
る
製
品
を
世
に
生
み
出
し

続
け
ま
す
。

株式会社 日向製作所 乾燥装置一筋38年、
小粒でもキラリと光る企業

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役　日向昭夫
事業内容　
乾燥装置、搬送装置、脱臭装置、
重量物収納棚、反転装置、組立式
簡易クレーンなどの製造販売

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を

○11月１日㈮～29日㈮に電話
またはEメールで広報広聴課
広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、12月3
日㈫午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成25年１月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
11月生まれの
おともだち
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広告

InformationInformation 催し・募集
▼
雇
用
期
間　
平
成
26
年
1
月
20
日

㈪
～
3
月
31
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
※
職
務
内
容
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。　

▼
勤
務
時
間　
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
の
5
時
間

30
分
～
7
時
間　

▼
職
務
内
容　
受

付
案
内
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
整

理
な
ど　

▼
募
集
人
数　
40
人
程
度　

▼
時
給　

8
6
0
円
（
一
部
交
通
費

補
助
あ
り
）　

▼
選
考
方
法　
面
接

の
上
、
選
考
し
ま
す
（
パ
ソ
コ
ン
操

作
あ
り
）。　

▼
�　

行
田
税
務
署

に
電
話
連
絡
の
上
、
面
接
日
を
調
整

し
、
面
接
日
に
市
販
の
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
持
参
※
定
員
に
な
り
次

第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。　

▼

問　
同
署
☎
5
5
6
―
2
1
2
1
（
自

動
音
声
案
内
で
2
番
を
選
択
）

▼
日
時　
11
月
17
日
㈰
午
後
1
時
15

分
～
4
時
30
分　

▼
場
所　
「
み
ら

い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
市
内

の
小
・
中
学
生
が
、
将
来
の
夢
や
日

年
6
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
か

ら
、今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。　

▼
問　
同
館
☎
5
5
9
―
1
1
8
1

▼
日
時　
11
月
17
日
㈰
午
前
9
時
※

雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　
見
沼
元

圦
公
園
駐
車
場　

▼
内
容　
利
根
大

堰
の
「
大
堰
自
然
の
観
察
室
」
で
サ

ケ
の
遡そ

上じ
ょ
うの

観
察
や
、
郷
土
の
歴
史

と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
行
う　

▼
参
加
無
料　
▼
持

ち
物　

持
っ
て
い
る
方
は
双
眼
鏡

（
7
～
8
倍
）　

▼
主
催　
み
ど
り
の

ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
そ
の

他　
汚
れ
て
も
い
い
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問　

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

5
6
4
―
3
0
0
0

▼
日
時　
12
月
1
日
㈰
午
前
9
時
※

雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　
馬
見
塚

第
2
集
会
所
（
馬
見
塚
9
1
3
）　

▼
参
加
無
料　
▼
持
ち
物　
持
っ
て

い
る
方
は
双
眼
鏡
（
7
～
8
倍
）　

▼
そ
の
他　
汚
れ
て
も
い
い
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
第
10
回
『
未
来
へ
残
し
た
い
行

田
の
自
然
八
景
』
ウ
ォ
ー
ク
～
星
川
」

も
兼
ね
ま
す
。　

▼
主
催　
星
川
の

自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会　

▼

問　
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
☎
5
6
4
―
3
0
0
0

▼
日
時　
11
月
29
日
㈮
～
12
月
1
日

㈰
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時
（
1

日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容　
会
員
31
人
が
楽
し
み
な
が

ら
1
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
作
品
（
全

紙
サ
イ
ズ
約
62
点
）
を
展
示
す
る　

▼
問　
小
山
☎
5
5
9
―
4

9
1

6

▼
日
時　
12
月
1
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
わ
ら
び
座
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ

ュ
」　

▼
対
象　
幼
児
～
大
人　

▼

入
場
料　
【
前
売
り
】
3
歳
～
小
学

生
1
千
2
0
0
円
、
大
人
1
千
8

0

0
円
【
当
日
】
3
歳
～
小
学
生

1
千
4
0
0
円
、
大
人
1
千
9
9
9

円　

▼
主
催
・
�
・
問　
行
田
お
や

こ
劇
場
事
務
局
☎
0
9
0
―
3
8
1

6
―
5
3
7
4

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に
対

し
て
訴
え
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
す

る　

▼
入
場
無
料　
▼
そ
の
他　
手

話
通
訳
あ
り　

▼
問　
ひ
と
つ
く
り

支
援
課
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

▼
日
時　
11
月
26
日
㈫
午
後
0
時
20

分
～
0
時
50
分　

▼
場
所　
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー　

▼
曲
目　
「
落
葉
松
」

「
カ
ル
メ
ン

ハ
バ
ネ
ラ
」「
白
鳥
」

「
い
つ
か
王
子
様
が
」
他　

▼
出
演　

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
問　
財
政
課

（
内
線
3
2
7
）

▼
日
時　
11
月
14
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
4
時　

▼
場
所　
県
立
さ
き
た

ま
史
跡
の
博
物
館
お
よ
び
さ
き
た
ま

古
墳
公
園　

▼
内
容　
ま
が
玉
づ
く

り
、
火
お
こ
し
、
古
代
の
衣
装
で
記

念
撮
影
を
す
る
な
ど
の
古
代
体
験

や
、
古
墳
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
埼
玉
古

墳
群
や
歴
史
な
ど
に
関
す
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
行
田
市
特
産
品
の

販
売
会
な
ど　

▼
入
場
無
料
※
体
験

事
業
の
一
部
は
有
料
（
1
0
0
円
～

3
0
0
円
）　

▼
そ
の
他　
金き

ん

錯さ
く

銘め
い

鉄て
っ

剣け
ん

を
は
じ
め
と
す
る
「
武
蔵
埼
玉

稲
荷
山
古
墳
出
土
品
」
が
、
昭
和
58

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

第
28
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
少
年
の
主
張
大
会

第
9
回「
未
来
へ
残
し
た
い
行
田
の

自
然
八
景
」ウ
ォ
ー
ク
　
～
利
根
川

（
利
根
大
堰
周
辺
）を
歩
く
～

行
田
税
務
署
非
常
勤
職
員

第
4
回 

写
壇
　
虹
　

写
真
展

お
や
こ
劇
場

40
周
年
記
念
鑑
賞
例
会

キ
タ
ミ
ソ
ウ
生
息
地
の
清
掃

お
よ
び
冬
の
自
然
観
察
会

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

国
宝
指
定
30
周
年
記
念

さ
き
た
ま
秋
祭
り
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
12
月
1
日
㈰
午
前
11
時
開

演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
花
柳

寿
々
司
郎　

▼
後
援　
行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、（
公
財
）
行
田

市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い

き
財
団　

▼
問　
花
柳
☎
5
5
4
―

8
7
8
7

▼
日
時　
11
月
24
日
㈰
、
12
月
22
日

㈰
午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
2
時

～
3
時
（
2
回
公
演
）
※
雨
天
中
止　

▼
場
所　
忍
城
址　

▼
出
演　
潮
崎

ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在
住
の
歌
手
）　

▼
観
覧
無
料　
▼
主
催　
㈲
ポ
ッ
プ

企
画　

▼
問　
同
企
画
☎
5
5
4
―

0
7
8
9

▼
日
時　
11
月
17
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
太
田
公
民
館
ホ

ー
ル　

▼
内
容　
秋
の
ホ
ッ
と
コ
ン

サ
ー
ト　

▼
出
演　
秋
谷
純
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
竹
井
史
子
さ
ん
（
メ

ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）、
斎
藤
真
澄
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）　

▼
入
場
無
料　

▼
問　

同
館
☎
5
5
9
―
4
2
9
9

▼
日
時　
11
月
23
日
㈯
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　
秩
父
市
ミ
ュ
ー
ズ
パ

ー
ク
音
楽
堂
（
秩
父
市
田
村
1
3
7

7
）　

▼
曲
目　
混
声
合
唱
組
曲
「
忍

城
物
語
」
他　

▼
入
場
無
料　

▼

問　
大
澤
☎
0
9
0
―
5
5
7
6
―

2
2
1
3

▼
日
時　
11
月
24
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時
30
分　

▼
場
所　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア

イ
ト
ピ
ア　

▼
対
象　
【
男
性
】
41

歳
以
上
【
女
性
】
38
歳
以
上　

▼

参
加
費　
【
男
性
】
3
千
8
0
0
円

【
女
性
】
3
千
2
0
0
円
（
会
員
は

5
0
0
円
引
き
）
※
軽
食
、
飲
み
物

付
き　

▼
�
・
問　
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月

17
日
㈰
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
5
5
4

―
0
1
6
2

▼
日
時　
12
月
8
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時
30
分　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ

ア
イ
ト
ピ
ア　

▼
参
加
費　
【
男
性
】

3
千
8
0
0
円
【
女
性
】
3
千
2
0
0

円　

▼
�
・
問　
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

局
☎
5
5
4
―
0
1
6
2

▼
日
時　

12
月
2
日
㈪
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内

容　
子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う

（
託
児
付
き
）　

▼
対
象　
市
内
在
住

で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定

員　

30
人　

▼
参
加
費　

1
0
0

円　

▼
主
催　
行
田
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　

▼
�
・
問　
同

協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
12
月
8
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ　

▼
内
容　
弁
護
士
、司
法
書
士
、

税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の

専
門
家
が
法
律
関
係
、
税
金
・
年
金
・

労
働
問
題
に
応
じ
る　

▼
参
加
無
料　

▼
問　
行
田
民
主
商
工
会
☎
5
5
9

―
3
5
7
3

▼
日
時　

12
月
2
日
㈪
午
後
3
時

開
演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

4
0
1
研
修
室　

▼
内
容　
三
遊
亭

ら
ん
丈
さ
ん
（
落
語
家
）
に
よ
る
講

演
「
笑
い
と
健
康
」　

▼
入
場
無
料　

▼
�　

公
益
社
団
法
人
行
田
法
人
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
6.

ocn.ne.jp/~gyohojin/

）
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た

は
F
A
X
で
同
法
人
会
【
持
参
】

忍
2
―
1
―
8

商
工
セ
ン
タ
ー
内

【
F
A
X
】
5
5
4
―
6
9
6
9　

▼

問　
同
法
人
会
☎
5
5
4
―
4
5
3

5▼
日
時　
11
月
15
日
㈮
午
後
6
時
30

分
～
8
時
30
分　

▼
場
所　

商
工

セ
ン
タ
ー
4
0
1
研
修
室　

▼
内
容　

伊
藤
真
さ
ん
（
弁
護
士
）
が
語
る
日

本
国
憲
法　

▼
対
象　
一
般　

▼
受

講
無
料　

▼
主
催　

日
本
国
憲
法

を
考
え
る
会　

▼
問　

埼
玉
土
建

行
田
羽
生
支
部
事
務
所
☎
5
5
3
―

2
3
2
1

太
田
公
民
館

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

花
柳
流
日
本
舞
踊

第
8
回
寿
々
司
郎
の
会

第
29
回
秩
父
混
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会

「
伊
藤
真
」講
演
会

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
♯
30
・
31

2
0
1
3
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

男
性
、女
性
と
も
に
シ
ニ
ア
対
象

エ
ー
ル
発
信
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

専
門
家
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

健
康
講
座「
笑
い
と
健
康
」

講
座
・
講
演
会

相

　
　談

33
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InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
11
月
26
日
㈫
午
後
1
時
30

分
～
4
時　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
研
修
室　

▼
内
容　

①
松
本
博
之
さ
ん
（
ぶ
ぎ
ん
地
域
経

済
研
究
所
調
査
事
業
部
長
）
に
よ
る

講
演
「
統
計
に
見
る
埼
玉
県
と
行
田

及
び
周
辺
の
市
の
姿
と
地
域
産
業
」

②
市
役
所
企
画
政
策
課
統
計
担
当
に

よ
る
講
演
「
統
計
に
み
る
行
田
市
の

姿
」　

▼
対
象　
行
田
市
民
大
学
同

窓
生
、
在
学
生
お
よ
び
一
般
の
方　

▼
定
員　

1
2
0
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無
料　
▼
問　
同
大
学
同
窓

会
研
修
会
担
当
関
川
☎
5
5
5
―

0
4
5
3

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
活
用
講
座

▼
日
時　
11
月
26
日
㈫
午
前
9
時
～

正
午　

▼
場
所　

行
田
商
工
会
議

所
会
議
室　

▼
定
員　
20
人
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料　
【
会
員
】
2
千
円

【
非
会
員
】
4
千
円

年
賀
状
作
成
講
座

▼
日
時　

11
月
28
日
㈭
、
12
月
5

日
㈭
午
前
9
時
～
正
午
（
全
2
回
）　

▼
場
所　
行
田
商
工
会
議
所
会
議
室　

▼
定
員　
10
人
（
先
着
順
）　

▼
受

講
料　
【
会
員
】
2
千
円
【
非
会

員
】
4
千
円
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

1
千
5
0
0
円

両
講
座
と
も

▼
�　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
議
所
。

な
お
、
行
田
商
工
会
議
所
会
員
事
業

所
の
場
合
は
、
事
業
所
名
、
所
在
地
、

電
話
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
※
電

話
で
の
受
け
付
け
も
可　

▼
問　
同

会
議
所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―
0
0
5
9

▼
日
時　
11
月
23
日
㈯
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ

ー
ル　

▼
出
演　
浅
野
温
子
他　

▼

内
容　
古
事
記
「
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ

ヒ
メ
と
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
」
の
生
涯
を

女
優
・
浅
野
温
子
が
生
演
奏
の
幻
想

的
な
調
べ
の
な
か
で
語
る
〝
日
本
の

心
〟
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
公

演　

▼
入
場
料　

全
席
指
定
【
大

人
】
2
千
円
【
小
人
】
1
千
円　

▼

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
同
館
他
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
中

▼
日
時　
11
月
14
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
4
時
30
分
（
入
館
受
け
付
け
は

午
後
4
時
ま
で
）　

▼
内
容　
①
古

代
蓮
会
館
お
よ
び
売
店
で
小
・
中
学

生
を
対
象
に
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
開
催　

②
古
代
蓮
会
館
で
子
ど
も

向
け
の
く
じ
引
き
を
開
催
（
2
回
に

つ
き
1
0
0
円
）　

③
古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室
で
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ

を
上
映
（
午
前
11
時
、
午
後
2
時
の

2
回
・
約
20
分
間
）　

④
古
代
蓮
の

里
売
店
内
外
で
お
得
感
い
っ
ぱ
い
の

ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
（
1
0
0
円
）

を
開
催　

▼
そ
の
他　
売
店
・
う
ど

ん
店
の
営
業
時
間
は
通
常
通
り

▼
日
時　
11
月
14
日
㈭
午
後
1
時
～

3
時　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　

▼
協
力　
吉
田
初
代
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　

▼
参
加
費　

2
5
0
円
（
材
料
費
1
体
分
）　

▼

そ
の
他　
県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

に
つ
き
、
古
代
蓮
会
館
の
入
場
料
は

無
料
と
な
り
ま
す
。　

▼
�　

開
催

時
間
中
随
時
受
け
付
け

行
田
商
工
会
議
所

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

行
田
市
民
大
学
同
窓
会

研
修
会

浅
野
温
子
よ
み
語
り

行
田
公
演

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団
申し込み・問い合わせ

産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

古
代
蓮
会
館
無
料
開
放

古
代
蓮
会
館
　
手
作
り
紙

ね
ん
土
細
工
講
座
“
ク
リ

ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
”
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▼
日
時　
12
月
7
日
㈯
午
前
9
時
～

午
後
0
時
30
分
（
開
場
は
午
前
8
時

20
分
か
ら
）　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
内
容　
ブ

ロ
ッ
ク
別
（
3
～
4
チ
ー
ム
）
の
リ

ー
グ
戦
と
し
、
各
チ
ー
ム
2
試
合
の

親
善
試
合
を
行
う　

▼
対
象　
市
内

の
小
学
3
～
6
年
生　

▼
参
加
費　

1
人
に
つ
き
2
0
0
円
（
監
督
者
も

含
む
）　

▼
�　

各
小
学
校
お
よ
び

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11

月
30
日
㈯
午
前
8
時
30
分
～
12
月
1

日
㈰
午
後
9
時
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
窓
口

▼
日
時　
12
月
7
日
・
21
日
、
平
成

26
年
1
月
11
日
・
18
日
、
2
月
15

日
・
22
日
、
3
月
1
日
・
8
日
の
土

曜
日
（
全
8
回
）
午
前
9
時
～
正

午　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
第
2

会
議
室
他　

▼
内
容　
日
本
舞
踊
の

実
技
お
よ
び
三
味
線
の
体
験　

▼
対

象　
市
内
小
学
生
～
大
学
生
※
邦
楽

器
の
体
験
は
小
学
3
年
生
以
上　

▼

定
員　
40
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費　

2
千
5
0
0
円
（
保
険
料
含

む
）　

▼
�　

同
館
窓
口
で
受
け
付

け
中
（
電
話
で
仮
受
け
付
け
可
）

▼
日
時　
12
月
21
日
㈯
午
後
1
時
～

4
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館
研

修
工
作
室　

▼
内
容　
正
月
に
ま
つ

わ
る
新
年
を
彩
る
和
風
の
寄
せ
植
え

を
、
赤
い
実
が
な
る
植
物
を
使
っ
て

作
る　

▼
講
師　

萩
原
文
雄
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
）　

▼
対
象　
小
学
生
以
上　

▼

定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費　
4
千
3
0
0
円
（
材
料
代
・
保

険
料
）　

▼
�　

11
月
16
日
㈯
午
後

2
時
～
28
日
㈭
に
同
館
窓
口
で
受
け

付
け

▼
日
時　
12
月
1
日
㈰
・
7
日
㈯
・

8
日
㈰
午
後
6
時
30
分
開
演
（
約
1

時
間
）　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休

憩
所　

▼
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト　

▼

出
演
者　
【
12
月
1
日
・
7
日
】
潮

崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在
住
の
歌

手
）【
8
日
】
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
☆
Ｒ
ｏ
ｓ

ｅ
（
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
）　

▼
入
館
料　
【
大
人
】4
0
0
円
【
小

人
】
2
0
0
円
※
未
就
学
児
無
料　

▼
そ
の
他　
12
月
1
日
・
7
日
・
８

日
は
、
古
代
蓮
会
館
を
午
後
9
時
ま

で
（
入
館
受
け
付
け
は
午
後
8
時
30

分
ま
で
）
延
長
し
ま
す
。

	行田市の人口と世帯	 人口85,374人　男42,457人　女42,917人　世帯数33,749世帯
	（平成25年10月1日現在）	 9 月中の異動　出生41人　転入等148人　死亡69人　転出等199人住民基本台帳人口

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

正
月
風
縁
起
鉢

古
代
蓮
会
館
　
プ
レ
ミ

ア
ム
イ
ベ
ン
ト
　
プ
レ

コ
ン
サ
ー
ト

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
親
善
大
会
）

Ｂｌｕｅ☆Ｒｏｓｅ潮崎ひろの

行田グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員行田グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
ク　ラ　ブ　名 活 動 日 時 活 動 場 所 内　　　　容 対象 会費 申し込み・問い合わせ

①ボクササイズ
　ヒーリングク
ラブ

【毎週金曜日】
午後7時30分～8
時30分 「行田グリー

ンアリーナ」
剣道場他

ボクシングの動作
を取り入れたエク
ササイズなどを行
い、脂肪燃焼を促
進させダイエット
効果を高めます。

18歳以
上の方

月額
2,000円

直接または電話で行田グ
リーンアリーナ☎553―
3377
※先着順
※定員になり次第、入会待
ちとしての受け付けに変
更します。
※原則として、入会は月初め
の開催日からとなります。

②SAファイトク
ラブ

【毎週土曜日】
午前10時～11時

35



平
成
25
年
11
月
1
日
発
行

市
報 

ぎ
ょ
う
だ
No.809

■
編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

　
〒
３
６
１
│
８
６
０
１
　
行
田
市
本
丸
2
番
5
号
　

　
T
E
L 

５
５
６
│
１
１
１
１
　
F
A
X 

５
５
０
│
２
１
１
６

環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。
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特集特集特集
川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

P.2P.2P.2女性消防団 私たちが輝ける場所女性消防団 私たちが輝ける場所女性消防団 私たちが輝ける場所

ＪＲ行田駅発車ベルＪＲ行田駅発車ベルＪＲ行田駅発車ベル
ぎょうぎょうぎょう だだだ えきえきえき はっはっはっ しゃしゃしゃ

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　 10月
がつ

1日
にち

から、ＪＲ行
ぎょう

田
だ

駅
えき

の発
はっ

車
しゃ

ベルにスターダスト☆
レビューの代

だい

表
ひょう

曲
きょく

「夢
ゆめ

伝
でん

説
せつ

」が流
なが

れるようになったんだ。

　行
ぎょう

田
だ

市
し

出
しゅっ

身
しん

の根
ね

本
もと

要
かなめ

さんがボーカル・ギターを務
つと

める「ス
ターダスト☆レビュー」の皆

みな

さんには、平
へい

成
せい

23年
ねん

6月
がつ

から「行
ぎょう

田
だ

市
し

観
かん

光
こう

大
たい

使
し

」として、全
ぜん

国
こく

に行
ぎょう

田
だ

の魅
み

力
りょく

を発
はっ

信
しん

してもらっ
ているけど、今

こん

回
かい

、代
だい

表
ひょう

曲
きょく

の「夢
ゆめ

伝
でん

説
せつ

」を発
はっ

車
しゃ

ベルとして使
し

用
よう

し、行
ぎょう

田
だ

のさらなるＰＲを図
はか

ることにしたんだ。皆
みな

さん、とっ
てもいい曲

きょく

だから耳
みみ

を澄
す

まして聞
き

いてくださいね。でも、聞
き

くことに集
しゅう

中
ちゅう

し過
す

ぎて電
でん

車
しゃ

に乗
の

り遅
おく

れちゃだめだよ。

10月6日、「埼玉サイクリングフェスティバル2013」が開
催されました。
　このイベントは、自転車の利用促進と県内の魅力を再認識すること
を目的に行われたもの。4回目の開催となった今回は、熊谷市・行田
市・加須市・羽生市の観光名所を巡るコースで、参加者は地元グルメ
を味わいながらサイクリングを楽しみました。

　

5
世
紀
後
半
、
そ
れ
ま
で
古
墳
が
造
ら
れ
な

か
っ
た
行
田
市
内
に
、
突
如
墳
丘
長
1
2
0
メ

―
ト
ル
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
「
稲
荷
山
古
墳
」

が
築
造
さ
れ
、
埼
玉
古
墳
群
の
造
営
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
引
き
金
に
、
佐
間

古
墳
群
（
佐
間
）、
樋
上
古
墳
群
（
樋
上
）、
酒

巻
古
墳
群
（
酒
巻
）、
犬
塚
古
墳
群
（
犬
塚
）、

若
小
玉
古
墳
群
（
藤
原
町
）、
斎
条
古
墳
群
（
斎

条
）、
大
稲
荷
古
墳
群
（
須
加
）、
下
忍
古
墳
群

（
下
忍
）、
若
王
子
古
墳
群
（
埼
玉
）、
小
針
古
墳

群
（
若
小
玉
～
小
針
）、
小
見
古
墳
群
（
小
見
）

な
ど
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
大
小
約
1
5
0

基
の
古
墳
が
、
7
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
の
間
に
築

か
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
は
古
代
の
権
力
者
の
墓
で
、
平
面
形
態

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

埼
玉
古
墳
群
の
出
現

行田

歴
史
系
譜

8

236

が
円
形
の
円
墳
、
鍵
穴
形
の
前
方
後
円
墳
、
方

形
の
方
墳
な
ど
い
く
つ
か
の
形
が
あ
り
ま
す
。

大
き
さ
も
墳
丘
長
が
数
メ
ー
ト
ル
の
も
の
か
ら

1
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
も
の
ま
で

あ
り
、
古
墳
の
大
き
さ
が
、
築
い
た
権
力
者
の

力
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
古
墳
群
で
最
初
に
築
か
れ
た
稲
荷
山
古

墳
は
、
旧
武
蔵
国
で
は
二
番
目
の
規
模
を
誇
る

前
方
後
円
墳
で
す
。
稲
荷
山
古
墳
に
続
い
て
築

造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
丸
墓
山
古
墳
は
、
墳

丘
の
直
径
が
1
0
5
メ
ー
ト
ル
の
日
本
一
の

円
墳
で
す
。
丸
墓
山
古
墳
に
続
い
て
築
造
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
子
山
古
墳
は
、
墳
丘
長

1
3
8
メ
ー
ト
ル
の
旧
武
蔵
国
で
一
番
大
き
な

前
方
後
円
墳
で
す
。
東
日
本
一
の
規
模
を
誇
る

埼
玉
古
墳
群
に
は
、
こ
れ
ら
の
古
墳
が
築
造
さ

れ
て
以
降
、
墳
丘
長
50
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型

前
方
後
円
墳
6
基
、
大
型
の
円
墳
が
3
基
、
大

型
の
方
墳
1
基
な
ど
が
狭
い
範
囲
に
集
中
し
て
、

7
世
紀
前
半
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
築
か
れ

て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
そ
れ
ま
で
古
墳
が
築
か
れ
な
か
っ
た

行
田
市
の
埼
玉
地
区
に
、
突
如
巨
大
な
古
墳
群

の
築
造
が
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
古

墳
群
を
築
い
た
権
力
者
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
手
掛
か
り
を
示
し

て
く
れ
た
の
が
、
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た

「
金き

ん

錯さ
く

銘め
い

鉄て
っ

剣け
ん

」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

埼玉古墳群
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